
鈴木ちか

「あきらめないでね」─温かい激励をいただきます。

くり返される感染拡大、なんでも自己責任、弱肉強食の新自由主義

を終わらせ「やさしく強い経済」への転換は急務です。

シールアンケートに、子連れのお母さんが「困窮者支援」を

選び「私も同じ」とつぶやきました。

誰もが自分らしく生きられる社会へ、

希望ある政治をごいっしょに。

と政党名でお書きください。
（「たけだ良介」と候補者名でも有効です）

◆�２回目の�

比例は

◆１回目の選挙区は「鈴木ちか」と、候補者名で

コロナ・パンデミック、気候危機、格差拡大…。資本主義
のままでいいのかが、問われています。
私たちは、人類は資本主義を乗り越えて、さらに発展した
社会をつくることができる、と確信しています。
それは崩壊した旧ソ連や現在の中国とはまったく違います。
まずは資本主義の枠内で自由や民主主義を徹底する社会を
実現し、そのうえでさらなる社会発展に、国民多数の合意
で一歩一歩挑戦する。「共産党」の名前には、こうした理想
と決意がこめられています。

日本共産党がめざす　未来社会とは…
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ジェンダー平等の社会へ

気候危機打開へ

希望ある政治を
ごいっしょに

鈴木ちか鈴木ちか
党県女性 ・子育て部長

参議院静岡選挙区

●１９７１年川根本町（旧中川根町）生まれ。

●静岡大学法経短期大学部卒業。現在：党県

常任委員、女性・子育て部長。 ●特技：お菓

子 ・キャラ弁づくり、 似顔絵

＝�プロフィール�＝

日本共産党静岡県委員会

〒420-0843�静岡市葵区巴町6-4　

℡ 054-245-2244　Fax�054-245-2676　　≪部内資料≫

鈴木ちか公式



静岡選挙区

鈴木ちか

なにより　いのち、なにより　いのち、
　　ぶれずに つらぬく。　　ぶれずに つらぬく。

コロナ 憲　法

リニア 原　発

国の責任で緊急支援を ９条生かし　平和外交を

命の水と南アルプス守れ
―見通しのない事業�中止しかない

浜岡原発再稼働ノー
―再生可能エネルギーへ

科学無視、説明なし、自己責任
――政府のコロナ対策は欠陥だらけです。

●ワクチン追加接種と無料のPCR検査の拡充を

●医療と保健所体制強化は急務― 「自宅放置」 許さない

●�飲食店、 中小業者やフリーランス…�

困っている人への支援の抜本強化を

自民党は改憲を公約。維新の会と国民民主党は「憲法改定
の加速」で合意しました。
憲法９条改定への危険が…。
●９条生かした平和外交こそ日本を守る道

●市民と野党の共同広げ、 改憲は許さない

●若者を戦場に送らない

新幹線の４倍の消費電力。気候危機・コロナ禍で
必要性自体が問われています。
●湧水の全量戻しは技術的にも不可能

●工事費１．５兆円も膨張―７兆円超に

●収支は2015億円の赤字（JR 東海２０２１年３月期連結決算）

　　　　　　　　　　　　　　―次世代に負担を残すな

「原発ゼロの日本」を

子どもたちに！



＝�プロフィール�＝

●１９７９年長野県生まれ。

●信州大学教育学部卒。

●�現在 ：参議院議員１期、 党中央委員、

三人の男の子の子育て中

たけだ
良介Takeda Ryosuke

参議院議員
比例代表 北陸信越・東海

今、変える。
子どもたちのために。

“もろく 弱い経済”から

やさしく 強い経済へ
新自由主義の自由は、大企業の儲けの自由。
日本を「賃金が上がらない」「成長できない」「競
争力が弱い」国にしてしまいました。

1.「賃金が上がる国」へ
2. 社会保障拡充へ
3. 大企業・富裕層に応分の負担をー消費税５％へ

ジェンダー平等社会へ 気候危機打開
●年240万円もの男女の賃金格差を解消
●選択的夫婦別姓、LGBT平等法の実現
●「痴漢ゼロ」、女性へのあらゆる暴力の根絶

●石炭火力・原発ゼロの決断を
● 2030年度までにCO２最大60％削減（2010年度比）
●再エネ・省エネの並行で持続可能な経済へ

日本共産党の

提　案


